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本研究は，ナノ粒子間のフェルスター共鳴エネルギー移動（FRETネットワーク）を基本原理と

する新しい計算原理の提案を目指している．我々はこれまでに，FRET現象の連続時間マルコフ連

鎖モデル [1]を拡張し，量子ドットを用いた実験結果を定性的に再現するような FRETネットワー

クの数理モデルを構築した [2]．

本講演では，FRETネットワークのシミュレーションおよび検討している機械学習応用に焦点を

当てる．FRETネットワークは確率的な現象であり，化学反応系の考え方でシミュレーションでき

る．FRETネットワークの数理モデルは時間変化する遷移率を含んでおり，このような化学反応系

に対応するアルゴリズム [3]を用いてシミュレータを構築した．これまでに，このシミュレータを

用いて明らかになった FRETネットワークのいくつかの特性を用いて，簡単な時系列予測ができ

ることを確認している [4]．現在我々は，この数理モデルを用いて，FRETネットワークの特性を

活かした様々な機械学習応用を検討しており，その進捗状況を紹介したい．

本研究は，JST CREST (JPMJCR18K2)の支援を受けたものである．
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